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抄 録

ミトコンドリヤ内における酸化的リン酸化の NE一

酸性ベンツイミダゾール類による t7ンカップリン

グヽ作用について

EntokopplungderoxydativenPbospl10rylierung

inMitochondriendurchNH-acideBenzimidazole.

K.H.BuchelundF.Korte,Angew.Chem.77,
814,(1965).

怒気陰性度の強い置換基で置換されたベンツイミダ

ゾール類は強い除草剤で,一部殺虫性をも示すものが

ある.pKA値は低く(4-8)弱酸としての挙動を示す.

(Na2COa溶紋に可桁,塩慨で沈澱し,塩酸塩は作ら

ぬ.)

家兎の心臓のミトコンドリヤをとり出し,酸化的リ

ン酸化に対するこれらの化合物の作用を調べたところ,

表記のものは 2.4-ジニトロフェノール と似たような

もアンカップ.)ング 作ヽ用を示した.普通,呼吸はアデ

ノシンジホスフェート(ADP)で調節されているが,

これ らの化合物を与えると呼吸を刺激する.さらに

OJigomycinや Octylguanidinによって呼吸を阻害し

てJJ.いたものに対しても.その阻害作用を取除くよう

に作用する.さらにこれらのものは2.4-ジニトロフェ

ノールと同様,あるいはそれ以上にATPaseを利敵す

る･ ミトコンド')ヤのTu子伝達系において ATPに関

係した,コハク鰍 こ組合した助酢詔のニコチンアマイ

ド･アデニンジヌクレオチ ド(NAD)の還元が阻召さ

れるのである.

アヽンカップリング､作用はベンツイミダゾールの

NH-酸性が増加するにしたがってずっと増加している.

N-メチル化するとこの作用は完全になくなる.Tetra･

chlor-2-trifluormethylbenzimidazolは 3×10-8M

の証迂庇でもう完全に酸化的1)ン酸化を ､ァンカップリ

ング､する･ (富田一郎)

ttetmEnthoSPOrEum carbonumの宿主特異性毒素

AIIost･speciEicToxicMetabolitefromHcLmintho･

S♪on.umcaybonum.Scheffer.R.P. andM.G.

Ullstrup:Phytopath01.,55,1037,1965.

HelminthosboriumcaybonumracelをFriesN0.3

の基本培地に0.1%Difcoyeastextractを加えた培

地に 22oCで培養した.培衣紋を無菌折過して試験に

用いた.病原碕173宗の生物検定はこの病原菌に抵抗性

および感受性 トウモロコシの苗を供試した.抵抗性品

種として PrlxK81の雑柾を,叉感受性品種 として

PrxK61の雑種を用いた.PrlxK61とPrxK61の雑

種の相違はこの病原菌に抵抗性の氾伝子を有するかど

うかの違いのみである.ペトリ皿に White氏紋を入

れ,トウモロコシを播種し,24時間後に捕TR粥培養炉紋

とおきかえた.2-4日間そのままにして幼m-として根

長を測定した.感受性の助苗では培遊牧の400Liri･紋で阻

ヨ作用が認められ,50倍紋で完全に阻臼作IT]が認めら

れた.抵抗性の幼苗はまったく好轡を受けなかった.

根が生長した トウモロコシ助苗を高批皮の培益軒一過で

処理したところ,感受性の助苗ではえそ症状が認めら

れたが,抵抗性では認められなかった.蛸帆 封18口(.lil

培養の炉紋がもっともiij性が故かった.II.caTbo〟um

以外の HeLml'nEhos♪orium の培益軒紋をトウモロコ

シで招性試験を試みたが,好聖削ま認められなかった.

H.carbonumの培益軒紋は,この病原菌の宿主でない

トマト.キュウ1),キャベツなどや,H.Vtctoriacに

対する抵抗性叉は感受性のエンバクには砧性をしめさ

なかった.病原菌の培養炉紋に重炭酸ナト.)ウムを加
え,これをエーテルで抽出し,抽出物からエーテルを

完全に蒸発させてから,少畠のエーテルに桝朋し.2

次元ペーパークロマトグラフィー刊郎肌′て,汁,'紙を

乾炊後1% ヨー ドアルコール浴紋を散布した.対旧と

して victoxinineを用いて同一条件で試験した.この

結果 H.carbonumの毒素は victoxinineで,ペIバ

ークロマトグラム以外の結果でもこのことは確認され

た.したがって,H.carbonumは H.victoyiae招累

の分子を梢成している victoxinineを生産することが

nJ]らかにされた. (江川 'iご)
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